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44)  北條荘三，小島博文，関根慎一，渋谷和人，橋本伊佐也，松井恒志，吉岡伊作，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．
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47)  関根慎一，長田拓哉，森山亮仁，渋谷和人，橋本伊佐也，北條荘三，吉岡伊作，松井恒志，奥村知之，塚田一博．
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着剤にて治癒した難治性術後胆汁漏の一例．第 51 回日本胆道学会学術集会；2015 Sep 17-18；宇都宮． 
49)  渋谷和人，吉岡伊作，松井恒志，関根慎一，渡辺 徹，小島博文，森山亮仁，橋本伊佐也，奥村知之，長田任一哉，
塚田一博．腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した分節型胆嚢腺筋症に石灰乳胆汁を合併した 1 例．第 51 回日本胆道学会学
術集会；2015 Sep 17-18；宇都宮． 
50)  関根慎一，小島博文，森山亮仁，橋本伊佐也，渋谷和人，北條荘三，吉岡伊作，松井恒志，奥村知之，長田拓哉，
塚田一博．十二指腸乳頭部癌における膵頭十二指腸切除後の予後予測．第 51 回日本胆道学会学術集会；2015 Sep 
17-18；宇都宮. 
51)  小島博文，渋谷和人，塚田一博．多発性巨大肝囊胞に対して囊胞切除術を施行した 1 例．第 51 回日本胆道学会学術
集会；2015 Sep 17-18；宇都宮． 
52)  小島博文，北條荘三，塚田一博．腹腔鏡下大腸切除後の腹膜播種再発症例についての検討．第 13 回日本消化器外科
学会大会；2015 Oct 8-11；東京．  
53)  坂東 正，祐川健太，大澤宗士，清水哲朗，明石桃子，西川 潤，岩本真也，菓子井良郎，塚田一博．当院におけ
る経鼻上部消化管内視鏡検査による胃がん検診 1 年間の実績．第 90 回日本消化器内視鏡学会総会；2015 Oct 8-11；
東京．  
54)  渡辺 徹，奥村知之，平野勝久，三輪武史，山口哲司，小島博文，関根慎一，長田拓哉，塚田一博．癌幹細胞マー
カーCD44 を発現した末梢血循環癌細胞は胃癌患者におけるバイオマーカーとして重要である．第 74 回日本癌学会





2015 Oct 29；東京． 
56)  長田拓哉，松井恒志，河合俊介，平野勝久，森山亮仁，関根慎一，渋谷和人，橋本伊佐也，北條荘三，吉岡伊作，
奥村知之，塚田一博．橋本病に伴う甲状腺腫大と過粘稠度症候群の診断と治療．第 77 回日本臨床外科学会総会；2015 
Nov 26-28；福岡. 
57)  奥村知之，渡辺 徹，平野勝久，山口哲司，森山亮仁，関根慎一，橋本伊佐也，渋谷和人，北條荘三，松井恒志，
吉岡伊作，長田拓哉，嶋田 裕，塚田一博．周術期嚥下訓練による食道癌術後嚥下障害の軽減．第 77 回日本臨床外
科学会総会；2015 Nov 26- 28；福岡． 
58)  松井恒志，関根慎一，渋谷和人，吉岡伊作，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．FOLFIRINOX 療法における持続型 G-CSF
製剤（ジーラスタ）の使用経験．第 77 回日本臨床外科学会総会；2015 Nov 26-28；福岡． 
59)  森山亮仁，北條荘三，小島博文，関根慎一，渋谷和人，橋本伊佐也，松井恒志，吉岡伊作，奥村知之，長田拓哉，
塚田一博．肛門管癌術後のリンパ節再発に対してトリフルリジン・チピラシル塩酸塩が著効した 1 例．第 77 回日本
臨床外科学会総会；2015 Nov 28；福岡． 
60)  北條荘三．内視鏡外科技術認定取得のコツとポイント．第 49 回北陸内視鏡外科研究会；2015 Nov 21；金沢． 
61)  長田拓哉，呂 暁龍，橋本伊佐也，森山亮仁，関根慎一，奥村知之，塚田一博．漢方薬による抗腫瘍効果の検討．
第 25 回外科漢方研究会学術集会ワークショップ 1；2015 Nov 27；福岡. 




2015 Dec 10-12；大阪. 
64)  奥村知之，嶋田 裕，河合俊輔，平野勝久，小島博文，森山亮仁，関根慎一，橋本伊佐也，渋谷和人，北條荘三，
松井恒志，吉岡伊作，長田拓哉，塚田一博．腹臥位鏡視下食道亜全摘術の低侵襲性と根治性．第 28 回日本内視鏡外
科学会総会；2015 Dec 10-12；大阪. 
65)  松井恒志，渋谷和人，関根慎一，吉岡伊作，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．腹腔鏡下肝切除におけるセプラフィ
ルムの体内搬入方法．第 28 回日本内視鏡外科学会総会；2015 Dec 10-12；大阪． 
66)  北條荘三，小島博文，河合俊輔，森山亮仁，関根慎一，渋谷和人，橋本伊佐也，吉岡伊作，松井恒志，奥村知之，
長田拓哉，塚田一博．腹腔鏡下回盲部切除術後に Clostridium difficile 関連腸炎の再発を起こした一例．第 28 回日本
内視鏡外科学会総会；2015 Dec 10-12；大阪． 
67)  渋谷和人，松井恒志，吉岡伊作，関根慎一，河合俊輔，平野勝久，小島博文，森山亮仁，橋本伊佐也，北條荘三，
奥村知之，長田拓哉，塚田一博．腹腔鏡下肝切除後にポートサイト再発をきたした大腸癌肝転移の 1 例．第 28 回日
本内視鏡外科学会総会；2015 Dec 10-12；大阪． 
68)  橋本伊佐也，奥村知之，森山亮仁，関根慎一，渋谷和人，北條荘三，吉岡伊作，松井恒志，長田拓哉，塚田一博．
高齢者胃癌に対する腹腔鏡下手術の有用性．第 28 回内視鏡外科学会総会；2015 Dec 10-12；大阪． 
69)  小島博文，北條荘三，塚田一博．腹腔鏡下大腸癌手術後の再発症例の検討．第 28 回日本内視鏡外科学会総会；2015 
Dec 10-12；大阪． 
70)  坂東 正，大澤宗士，塚田一博，井村穣二．腹腔鏡用手補助下脾臓摘出術（HALS）を施行した sclerosing angiomatoid 
nodular transformation(SANT)の 1 例．第 28 回日本内視鏡外科学会総会；2015 Dec 10-12；大阪． 
71)  吉田 徹，大澤宗士，塚田一博，井村穣二．laparoscopic interval appendectomy を行った盲腸周囲膿瘍の 1 例．第 28
回日本内視鏡外科学会総会；2015 Dec 10-12；大阪． 
 
◆ その他 
1)  長田拓哉．乳癌治療の最新情報．富山県がんピアサポーター養成講座；2015 Feb 15；富山. 
2)  長田拓哉．遺伝性乳癌に対するカウンセリング体制について．富山県立中央病院キャンサーボード；2015 Feb 16；
富山. 
3)  長田拓哉，新村康華，江尻尚隆，吉田明浩，尾矢紀子，中川美智代，矢後恵子，塚田一博．当院における NST 回診
のアウトカム評価について．第 21 回富山県 NST 研究会；2015 Jun 6；富山. 
4)  吉岡伊作，松井恒志，渋谷和人，関根慎一，河合俊輔，森山亮仁，橋本伊佐也，北條荘三，長田拓哉，塚田一博．
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胆管炎を契機に発症したと考えられる右肝動脈瘤を伴った肝門部胆管癌の一例．21 世紀外科セミナ ；ー2015 Jun 12；
東京． 
5)  長田拓哉．知っておきたい甲状腺の病気．第 19 回富山県医学市民公開講座「よくわかる！甲状腺がん診療」；2015 Jun 
21；富山. 
6)  長田拓哉．炎症性乳癌に対して乳房切除を施行した 1 例．第 10 回金沢乳腺フォーラム；2015 Jul 25；富山.  
7)  奥村知之，河合俊輔，平野勝久，小島博文，森山亮仁，関根慎一，渡辺 徹，平野勝久，橋本伊佐也，渋谷和人，
北條荘三，松井恒志，吉岡伊作，長田拓哉，塚田一博．化学療法中に胃壁内転移が穿孔し汎発性腹膜炎を呈した下
部食道癌の 1 症例．第 54 回北陸胃癌談話会；2015 Aug 1；金沢. 
8)  松井恒志．富山県下における乳癌治療について．2015 乳癌治療ガイドライン講座；2015 Aug 27；富山. 
9)  松井恒志．当科における SSI の現状．第 19 回富山県侵襲研究会；2015 Aug 7；富山. 
10)  松井恒志．乳がんチーム医療について．第 9 回富山県乳がん患者を支える会；2015 Oct 17；富山. 
11)  松井恒志．エベロリムスの投与経験．富山フォーラム；2015 Nov 6；富山. 
12)  松井恒志．乳がんの早期発見と治療について．くすりのアオキヘルスアップセミナー；2015 Nov 7；富山． 
13)  奥村知之，嶋田 裕，河合俊輔，小島博文，平野勝久，森山亮仁，関根慎一，北條荘三，橋本伊佐也，渋谷和人，
松井恒志，吉岡伊作，長田拓哉，塚田一博．臨床病期Ⅳ食道癌に対する外科的治療戦略．第 291 回富山消化器疾患
懇話会；2015 Nov 6；富山. 
14)  長田拓哉．全ては患者さんのために．乳癌サポートセミナー；2015 Nov 23；富山. 
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